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．1風噛欄としでいるが・カーツノ轍よ鶴鴨、鄙ノ票臨クタ瞳ちるり意い瀞｛つず晦日
　　嘩雨が籾るとしやるの硯ると，．，当地のアラ期　鎌ゆくので動綱棚る駝良啄気胸ず‘とい
　　∵と同じものであろう，　　　　　　　　　　　　　　　う意味である．
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10　テ、ダは木陽，日射め意

浮輩”．1諜雨にづいて

　．一またはっきり夢ちわれる年と，あちわれない年とがあ

盟季勲ひとつとして灘を髄けること炉考硬
．す一る所σある“．，

　　　　　　　　　新』刊　紹　介

　｝，淫　火，・災　便　輩　　日本火災学会編

茅』’一　B6判1630頁　　，特価1，800円臨理化書院発行

　　　、　　　　コ貝ナ社発売．
　　一火災学会で編集した火災便覧がとうとうでき上らた，．

▽，解儲は火災学会帥でこの企画が初まってから，ずっ・
　　、とその一部分のお手伝いをして来たので，完成の喜ぴは
　石層である・それでこれの批評では准くて紹介撤えて
　、買づて、出たわけである．

　　　ハンドブヅクや便覧は専門別にいろいろでぎている．

　二；之に電気工学ハンドブック等は30年近い歴史をもうて
　量いて3回の改訂が行われ，すでに簿評のあるものである．
警便覧は最初の第1版であるから内容の精粗不揃いとい
　　う点，項目に若干の脱漏がありはしないかという懸念等’
ξ遡い尊とはないがぽずわれわれの予鵬上のでぎば
　・．えである．これは原稿の校蘭やゲラの校正に中心．となっ

　　て骨を折られた編集委員の献身的な御苦労の結果でもあ
　　るド紹介者が分担した部分の校正刷の場合にも，一内容に
　いささかの不審でもあるとチャント殊でリマークがつい一
　て廻って来るので・これだけ気を配って見ていられるの
鍵から・一こ噸覧は相当いし・ものになるなというのが，
舞三その時からの期待ではあった．
繍、内容は第・編から第・2編までと附鑑じての蜘鰍
1羅があるゼ各編の題目を挙げて見ると基礎科学，火災気象，
　’統計・火災危険・建築火災現象，消火通報設備建築防
霧火，．都市防火，消防，森林火災，一犯罪ζ火災，規程類と

　1，なっている・第1編の基礎科学はわれわれに一番参考に
蕪なう編であろう。この編の主査は金原寿郎博士で7人り

欝蝿鱗内容は温度測繍量演！麟醗熱現象・
　

灘1’23・
醸霧

　ど静カンな海だと）、う意．

　註15桜の開花につレ｛で』・
　　彼岸桜の開花は平年翻月．融1『月1硝（繍年数21

鮭礪躍翼籔轡2吻と㌃つている，魁

　　む　す　び

気象こ基麟おく季節の分類は，’．天文学的纐とちボ

い・・1いろいろ困難舗を伴うがよー嘆用的鍋の賜ら

　て・その土地との結びつきが大きいのを自的とする．土、

　地の天侯や気肇に関簾した；とばの調李は・，気象盗料に

　一よ・る季節の分類にあたつて有力な痛助手段となろう．；帯

　の見地から奄美大島めこのよう嶽ことばを調査整理し1

　季考としつつ・季節の全類をお．こなった∫その結果だけを

　ことばを主とし宅紹介してみた．もっと完全な分鎖や，

　本土の季節との差につヤ｝てほ暖日⑳機会にゆずりたい．・．

　　こζに紹介し左；とばのうち・そ（？半数嫉鹿児島県天

　島支庁の學山真義氏におうた．またいろ》ろ御指導と潭

　宜をいだだいた比嘉所長やそめ他のか驚がた！こ対、しても　．

一厚く御礼申しあげます．　　　　　．・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　．コ　　〈へ厭く－・〈／￥あ一

輻射・熱伝導，．熱気洗ゲ燃焼の化学，木材の燃焼・（こゐ

中には木材の含水量のこともある），消火法の．種類，危
険性化学薬品にわたうている．便覧であるから文章は簡
潔に，必要な表や式や図はできるだけも’り・込む方針がぐ

られてし1る・、編中の餐章の終りには引用した表や式や図・

g文献がまと菌て挙げ宅あるのは行き届いた配慮であ
　くつ　

　第2編瑠緒が編主査で4名の分担灘であiるが，，
この編については気象の専門家からのいろいろの批評が
ある庵のと覚悟しでいる・第3編統計の内容は第1章が
統計数理・第2章以下に出火庭数，出火原因等の実際の
火災統計と日本の大火の統計とがある．火災危険以下の
一各編でも気象の関係が思わぬ所に飛び出して来rて紹介者
自身ちょっと驚いた点もある．

　第1Q編森林火災は武田京一博士が主査となり林業試験
場関俸の執筆者でまとめられたので・その方面の資料が
．十分に蒸り・われわれには大変便利である．・例えばちょ

っとさがして見ても林の防火力と厨火力とか，林地推積．
物の含水量と可燃性とか・迎え火とか，防火線等という
蓼目が眼につくのでめる・第11編は犯罪と火災で乳【ごこ’

にもゑよいちょい気象関係が顔を出す1・実況検分や発火
』部認疋方法等の章があり，放火犯捜査の端緒に関する実
例・放火犯取調上の留意点ヂ放火および失火に関する刑
、法の解説に顔でいる・もし本便覧を読み物とし硯る・
ならこの編が一i番興昧が深いであろう．

　この便覧鷺個入で購入登れることはむつかしいヒとか『
も知れないが・内容は上祀のようで。．手近かにあれば甚

だ便利鱗のであるこ’とは確信する、会員の所属磯関・
華に備えられるよう希望に堪えぬものである．
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